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町
内
会
新
事
情

「
町
内
会
」
は
、
戦
時
下
の
昭
和
15
年
（
1
9
4
0
）
以
降
に
内
務
省
訓
令
に

よ
り
、
行
政
の
下
部
組
織
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
戦
後
は
、
昭
和

27
年
（
1
9
5
2
）
の
占
領
終
結
と
と
も
に
復
活
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
昨
今
は
少
子
高
齢
化
や
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、
町

内
会
活
動
へ
の
関
心
は
全
国
的
に
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
地
域

の
高
齢
者
福
祉
や
、
ゴ
ミ
出
し
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
環
境
課
題
、
防
災
・
防
犯

対
策
な
ど
新
た
な
問
題
が
生
ま
れ
て
お
り
、
共
助
の
精
神
で
結
ば
れ
た
町
内

会
の
役
割
は
、
快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
町
内
３
地
区
の
中
か
ら
３
町
内
会
の
沿
革
と
活
動
状
況
、
そ
し

て
若
い
世
代
に
よ
る
新
事
情
も
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

大黒舞い／えんぶりの祝福芸のひとつで、右手
に打出の小槌、左手に扇を持ち、交互に振りな
がら舞う（剣吉えんぶり組／令和８年２月７日）
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山裾に立地する玉掛の純農村地帯で、下ると前方に国
道４号と馬淵川が走る。前方に見えるのは名久井岳（令
和８年４月17日）

松の舞／囃子に合わせ右手に扇を持った舞い手の少年が、首を曲
げるようにおおげさに扇を振って舞う姿が愛らしい（令和８年２月
７日）

えんぶり烏帽子を被った玉掛えんぶり組の太夫たち
（令和８年２月７日）

馬
淵
川
沿
い
の
河
岸
段
丘
上
に
あ
る

ひ
と
か
た
ま
り
の
純
農
村
地
帯

　
「
玉た
ま
か
け掛

」
に
は
玉
掛
と
諏す

わ
の
た
い
ら

訪
ノ
平
の
２
つ
の
集
落

が
あ
り
、
行
政
区
と
し
て
は
別
々
に
な
っ
て
い
ま
す
。

諏
訪
ノ
平
は
駅
を
中
心
に
町
場
を
形
成
し
て
い
ま

す
が
、
玉
掛
は
馬
淵
川
左
岸
の
河
岸
段
丘
上
に
立

地
し
た
ひ
と
か
た
ま
り
の
純
農
村
地
帯
で
、
リ
ン

ゴ
や
ブ
ド
ウ
、野
菜
な
ど
の
集
約
農
業
が
盛
ん
で
す
。

　

玉
掛
の
地
名
由
来
は
、
集
落
の
約
百
メ
ー
ト

ル
東
外
れ
の
馬
淵
川
が
大
き
く
湾わ

ん
き
ょ
く
曲
す
る
水
中
に
、

巫い
た
こ女

の
念
珠
を
ま
と
い
め
ぐ
ら
し
た
よ
う
な
「
玉

掛
岩
」
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
湾

曲
部
に
大
き
く
張
り
出
し
た
懸け

ん
が
い崖
の
礫れ
き
が
ん岩
層
が
崩

れ
、
そ
の
中
の
黒
色
し
た
玉
砂
利
が
水
中
で
玲れ
い
ろ
う瓏

た
る
石
に
見
え
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

玉
掛
町
内
会
は
、
現
在
の
中
野
弘
美
会
長
（
68

歳
）
が
25
代
目
と
あ
っ
て
、
明
治
時
代
の
部
落
会

を
前
身
と
す
る
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
明
治

初
年
の
「
新し

ん
せ
ん
む
つ
こ
く
し

撰
陸
奥
国
誌
」
に
玉
懸
村
家
数
58
と

あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
町
内
会
は
47
世
帯
と
な
っ

て
お
り
、
さ
ほ
ど
人
口
の
増
減
の
な
い
、
農
業
を

主
と
し
た
安
定
し
た
生
活
基
盤
を
持
つ
集
落
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　

町
内
会
の
中
心
に
な
っ
て
き
た
の
が
、
村
の
開

発
祖
神
と
し
て
古
来
か
ら
尊そ

ん
す
う崇

を
集
め
る
玉
掛

神
社
で
す
。
実
際
、
令
和
８
年
（
２
０
２
６
）
度

の
行
事
計
画
に
は
、
１
月
１
日
の
初
詣
に
始
ま
り
、

３
日
は
三
日
祭
・
え
ん
ぶ
り
烏え

ぼ

し
帽
子
揃
い
、
２
月

初
旬
の
え
ん
ぶ
り
、
22
日
春
祈
祷
、
９
月
１
日
玉

掛
神
社
例
大
祭
、
12
月
下
旬
合
同
年
越
し
行
事

な
ど
、
氏う

じ
こ子
活
動
を
ベ
ー
ス
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
多

く
、
そ
の
ほ
か
に
定
期
総
会
や
町
内
会
・
総
代
合

同
役
員
会
、
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
避
難
予
防
訓

練
、
町
内
清
掃
、
町
内
会
持
山
の
林
道
草
刈
り
・

道
普
請
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
は
青
年
部
や
婦
人
部
、
老
人
ク
ラ
ブ

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
会
は
12
、
13
人
な
が

ら
毎
年
の
節
分
祭
・
え
ん
ぶ
り
・
玉
掛
神
社
例
大

祭
の
神み

こ
し輿

担
ぎ
・
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
で
活
発
に
活

動
し
、
世
代
間
交
流
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
え
ん
ぶ
り
」に「
春
祈
祷
」

〝
神
遊
び
〞
の
伝
統
芸
能
が

地
域
を
つ
な
ぐ

　
「
玉
掛
え
ん
ぶ
り
組
」
は
、
南
部
地
方
え
ん
ぶ
り

保
存
振
興
会
に
所
属
し
て
お
り
、「
八
戸
え
ん
ぶ
り
」

と
し
て
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
え
ん
ぶ
り
は
古
く
は
「
え
ぶ
す
り
」
と
も

言
わ
れ
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
予よ
し
ゅ
く祝
行
事
「
田

遊
び
」
を
起
源
と
す
る
神
事
芸
能
で
す
。

　

神
事
は
吉
凶
占
い
に
学
ん
だ
「
あ
て
も
の
遊
び
」

が
、
遠
い
昔
か
ら
主
流
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
よ
う
で
す

が
、こ
こ
で
言
う
〝
田
遊
び
〞
と
は
神
遊
び
の
こ
と
で
、

●───────南部地区

玉掛町内会
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春祈祷の門付け／若夫婦と子どもたちの前で神楽を披露後、厄祓
いで獅子頭に頭を噛んでもらう（令和８年２月22日）

門付けで笛を吹く中野弘美
会長（令和８年２月22日）

春祈祷／神社総代の中野篤榮さん宅で神楽を舞う（令和８年２月
22日）

遊
び
に
は
そ
も
そ
も
神
々
の
舞
踊
、
鎮
魂
す
る
と

い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
８
年
２
月
７
日
の
「
南
部
町
え
ん
ぶ
り
」

の
日
に
は
、
染
抜
き
裾
模
様
の
大
紋
直の
う
し衣
に
無
地

の
長
羽
織
を
着
て
、
え
ん
ぶ
り
烏
帽
子
（
馬
の
頭

を
か
た
ど
っ
た
田
の
神
の
依よ

り
し
ろ代
）
を
被
っ
た
太た
ゆ
う夫
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
祝
福
芸
の
恵
比
寿
舞
い
・
大

黒
舞
い
・
き
の
こ
舞
・
松
の
舞
を
演
じ
た
子
ど
も

た
ち
の
晴
れ
や
か
な
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
半
月
後
の
２
月
22
日
、
や
は
り
民
俗

芸
能
の
「
春は

る
き
と
う

祈
祷
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

火ひ

ぶ伏
せ
な
ど
家
内
安
全
と
、
厄
年
を
迎
え
た
人
々

の
厄や

く
ば
ら祓

い
を
行
う
も
の
で
す
。

　

芸
態
は
赤
い
獅
子
頭
姿
の
太
夫
と
、
獅
子
の
幕

（
垂
れ
布
）
を
後
ろ
で
操
る
マ
ク
ト
リ
の
２
名
で
舞

わ
れ
る
獅
子
神
楽
系
統
の
大
神
楽
に
属
し
、
囃は

や
し子

は
大
小
２
張
の
太
鼓
、
笛
、
手
び
ら
鉦か
ね

が
拍
子
を

取
り
ま
す
。

　

玉
掛
神
社
で
出
立
式
が
行
わ
れ
舞
い
を
奉
納
し

た
後
、
最
初
に
神
社
総
代
の
中
野
篤
榮
さ
ん
宅
で

「
前
歌
」「
七
の
段
」
か
ら
佳
境
の
「
狂
い
獅
子
」

ま
で
披
露
し
、
御
神
酒
の
振
る
舞
い
を
受
け
て
か

ら
集
落
内
を
門
付
け
し
て
歩
き
ま
し
た
。

皆
顔
な
じ
み
で
、

助
け
合
い
は
当
た
り
前
の
こ
と

　

中
野
会
長
の
ほ
か
に
も
う
ひ
と
り
、
総
代
家
８

代
目
で
も
あ
る
中
野
正
弥
さ
ん
（
50
歳
）
に
話
を

伺
い
ま
し
た
。
正
弥
さ
ん
は
父
親
が
畑
作
以
外
に

養
鶏
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
農
業
と
は
別
に

ブ
ロ
イ
ラ
ー
飼
育
の
経
営
も
し
て
い
ま
す
。
42
歳

頃
に
銃
砲
免
許
を
取
得
し
、
町
の
猟
友
会
に
所
属

し
て
い
ま
す
。
ク
レ
ー
射
撃
協
会
に
も
所
属
し
国

町　内　会　新　事　情

体
選
手
に
な
っ

た
変
わ
り
種
で

も
あ
り
ま
す
。

　

玉
掛
町
内
会
の
特
色
は
、
小
規
模
集
落
で
あ
る

だ
け
に
、
集
落
の
隅
々
ま
で
目
が
行
き
届
き
、
皆

顔
な
じ
み
で
助
け
合
い
は
当
た
り
前
で
あ
る
こ
と
、

常
に
情
報
を
共
有
し
て
い
る
の
で
す
ぐ
に
共
通
認

識
を
得
ら
れ
、
組
織
分
掌
も
必
要
な
い
こ
と
、
後

継
者
に
関
し
て
は
、
豊
か
な
農
業
経
営
で
、
農
地

も
栽
培
技
術
も
承
継
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
と
、
力
強
い
言
葉
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

町内会中堅の中野
正弥さん（玉掛神
社前で／令和８年
２月22日）
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町民の足「なんぶちぇりバス」の停まる青い森鉄道剣吉駅前。奥に見えるのは
平成元年に旧名川町が整備した町道剣吉駅跨線橋（愛称「あじさい通路」）

町内奉仕作業での花壇整備（令和８年５月31日）

木村喜代治会長（令和８年５月31日）

町
内
会
の
基
点「
剣け
ん
よ
し吉
駅
」と

活
動
の
概
要

　

桜
本
町
公
民
館
が
青
い
森
鉄
道
剣
吉
駅
の
脇
に

あ
る
よ
う
に
、
桜
本
町
町
内
会
の
基
点
は
剣
吉
駅

に
あ
り
ま
す
。
令
和
８
年
（
２
０
２
６
）
５
月
31

日
に
は
町
内
奉
仕
作
業
で
、
駅
に
隣
接
す
る
空
き

地
の
草
刈
り
・
花
壇
整
備
と
、
駅
周
辺
の
町
内
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
に
20
名
ほ
ど
の
児
童
と
、
親

た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

木
村
喜
代
治
会
長
（
72
歳
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の

数
日
前
や
10
月
に
も
駅
ホ
ー
ム
の
草
刈
り
が
あ
り
、

さ
ら
に
東
の
住
宅
地
と
西
の
商
店
街
を
つ
な
ぐ
駅

跨
線
橋
の
「
あ
じ
さ
い
通
路
」
は
、
毎
週
金
曜
日

朝
昼
２
回
、
８
名
で
清
掃
活
動
を
し
て
お
り
、
地

域
の〝
マ
イ
レ
ー
ル
意
識
〞は
か
な
り
高
い
よ
う
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
活
動
は
、
６
月
と
10
月
の
桜
町
町

内
会
と
共
同
し
て
の
国
道
三
叉
路
・
剣
吉
分
水

ゲ
ー
ト
周
辺
の
奉
仕
作
業
、
７
月
の
剣
吉
こ
ど
も

夏
フ
ェ
ス
協
力
、
８
月
〜
９
月
に
か
け
て
の
名
川
秋

ま
つ
り
準
備
と
参
加
、
10
月
の
町
民
運
動
会
参
加

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
区
巡
回
型
介
護
予
防
教

室
（
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ
）
や
自
主
防
災
会
訓
練
実

施
な
ど
も
。

　

世
帯
数
は
現
在
１
９
３
戸
で
会
員
数
は
１
８
９

名
。
こ
の
う
ち
令
和
２
年
（
２
０
２
０
）
に
子
育

て
世
代
住
宅
と
し
て
整
備
し
た
「
チ
ェ
リ
ー
タ
ウ

ン
桜
場
」
に
は
、
38
名
の
会
員
が
住
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
新
し
い
住
民
に
、
町
内
会
活
動
に
な
じ
ん
で

も
ら
え
る
か
が
課
題
で
し
た
。

「
剣
吉
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」へ
の

期
待
と
名
川
発
祥
の「
南
部
手
踊
り
」

　

こ
の
地
に
東
北
本
線
（
現
青
い
森
鉄
道
）
剣
吉

駅
が
置
か
れ
た
の
が
明
治
30
年
（
１
８
９
７
）
で
、

駅
前
通
り
に
は
商
家
が
増
加
し
、
生な

り
わ
い業
を
半
商
半

農
と
す
る
地
域
で
し
た
。
そ
の
後
、
剣
吉
商
店
街

は
旧
名
川
町
の
経

済
の
中
心
地
と
し

て
発
展
し
て
き
た

の
で
す
が
、
近
年

は
人
口
減
少
や
郊

外
型
量
販
店
の
進

出
な
ど
の
問
題
に

直
面
し
、
衰
退
し
て
き
ま
し
た
。

　

活
性
化
を
取
り
戻
そ
う
と
、
剣
吉
商
店
会
で
は

平
成
22
年
（
２
０
１
０
）
４
月
に
桜
本
町
・
桜
町
・

荒
町
・
上
中
町
の
４
町
内
会
と
合
同
し
て
「
剣
吉

駅
前
ス
ト
リ
ー
ト
活
性
化
委
員
会
」
を
設
立
。
夏

祭
り
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
マ
ッ
プ
作

成
な
ど
の
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
、
平
成
28
年

（
２
０
１
６
）
に
は
経
済
産
業
省
の
「
は
ば
た
く
商

店
街
30
選
」
に
選
ば
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

近
年
は
コ
ロ
ナ
禍か

で
途
絶
え
て
い
た
夏
祭
り
を

復
活
さ
せ
よ
う
と
、
令
和
７
年
（
２
０
２
５
）
に

地
元
の
消
防
団
や
え
ん
ぶ
り
組
関
係
者
が
中
心
に

な
り
、「
剣
吉
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
発
足
。
同

年
８
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
剣
吉
盆
踊
り
に
は
約

５
百
人
が
参
加
し
て
、
伝
統
的
な
盆
踊
り
と
ポ
ッ

プ
ス
を
取
り
入
れ
た
創
作
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

●───────名川地区

桜本町町内会



　

前
述
し
た
駅
周
辺
の
町
内
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
作
戦
に
参
加
し
た
20
名
ほ
ど
の

児
童
と
親
た
ち
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

チ
ェ
リ
ー
タ
ウ
ン
桜
場
の
住
民
で
す
。
そ

の
う
ち
の
ひ
と
り
鎌
田
真
由
美
さ
ん
は
こ

の
日
、
２
人
の
娘
さ
ん
と
一
緒
に
駅
か
ら

チ
ェ
リ
ー
タ
ウ
ン
桜
場
ま
で
ゴ
ミ
拾
い
に
協
力
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
学
校
行
事
や
子
供
会
で
、
日
頃
か

ら
友
達
と
一
緒
に
行
動
す
る
こ
と
が
日
常
に
な
っ
て

い
る
か
ら
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

町
内
会
の
子
供
会
は
現
在
24
名
で
構
成
さ
れ
、

年
間
の
事
業
計
画
は
４
月
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
植
え（
８

月
に
収
穫
祭
）、
５
月
に
町
内
会
合
同
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
作
戦
、
７
月
に
ラ
ジ
オ
体
操
、
10
月
に
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
・
モ
ル
ッ
ク
大
会
、
11
月

に
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
、
３
月
に
進
級
・
進
学

祝
い
な
ど
。
子
ど
も
の
喜
び
が
親
の
喜
び
に
な
り
、

そ
れ
が
町
内
会
の
結
び
つ
き
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
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名川秋まつりの山車を製作する青年部13名の桜本町山車組
（令和７年９月６日）

子供会の児童と一緒に町内クリーンアップ作戦に参加した鎌
田真由美さんと２人の娘さん（令和８年５月31日）

名川秋まつりでの手踊りを練習する桜本町山車組の子どもた
ち（令和７年９月６日）

　

名
川
地
区
は
〝
伝
統
芸
能
の
宝
庫
〞
で
す
。
町

無
形
民
俗
文
化
財
に
は
、
え
ん
ぶ
り
ほ
か
多
く
の

芸
能
が
保
存
・
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
出
し
ゅ
っ
し
ょ
く
色
な

の
は
名
川
地
区
が
発
祥
の
地
と
さ
れ
る
「
南
部
手

踊
り
」
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
に
は
南
部
甚じ

ん
く句
・
南

部
あ
い
や
節
な
ど
７
つ
の
踊
り
が
あ
り
、
７
つ
の
民

謡
を
組
み
合
わ
せ
た
「
南
部
七
唄
七
踊
り
全
国
大

会
」
が
毎
年
、
９
月
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
行
事
や
町
内
会
で
の

伝
統
芸
能
継
承
が
ヒ
ン
ト
に

　

名
川
中
学
校
や
小
学
校
で
は
、
地
域
ぐ
る
み
で

え
ん
ぶ
り
や
南
部
手
踊
り
の
伝
承
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
発
表
会
や
秋
の
名
川
秋
ま
つ
り

で
は
子
ど
も
の
晴
れ
舞
台
を
見
よ
う
と
親
た
ち
も

集
ま
り
ま
す
。
こ
の
伝
統
芸
能
の
継
承
が
町
内
会

活
動
に
も
大
い
に
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

町　内　会　新　事　情

町内クリーンアップ作戦に参加したチェリータウン桜場の住民と木村会長（令和８年５月31日）
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杉中桜／後方が分譲中の（仮称）第３あけぼの団地（令和８年４月20日）

杉沢町内会の里地風景（令和８年４月17日）

定期総会後の懇親会で演じられた小橋大神楽（令和８年３月29日）

９・10月の町民運動会練習風景

旧杉沢中学校でのイルミネーション点灯（現在は旧杉沢小学校で実施）

シ
ン
ボ
ル〝
杉
中
桜
〞が
も
た
ら
し
た

地
域
の
絆

　

杉
沢
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
え
ば
〝
杉
中
桜
〞

が
あ
り
ま
す
。
樹
齢
約
百
年
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
で
、

南
部
町
「
達
者
村
百
景
」
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て

い
る
名
木
で
す
。
令
和
５
年
（
２
０
２
３
）
４
月
、

杉
沢
中
学
校
は
福
地
中
学
校
に
統
合
さ
れ
、
校
地

は
分
譲
団
地
と
し
て
造
成
中
で
す
が
、
桜
は
杉
沢
・

あ
け
ぼ
の
・
椛か
ば
き木
町
内
会
有
志
に
よ
る
春
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
や
、
11
月
末
〜
１
月
末
ま
で
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
飾
ら
れ
て
い
ま
す（
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
は
現
在
、
旧
杉
沢
小
学
校
で
実
施
）。

　

明
治
時
代
以
降
、
地
方
の
自
治
組
織
に
と
っ
て

中
心
拠
点
と
な
っ
て
き
た
の
が
小
中
学
校
で
し
た
。

子
ど
も
と
大
人
（
保
護
者
）
が
こ
ぞ
っ
て
活
動
で

き
る
場
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
よ
う
な
コ
モ
ン（
共

有
）
の
意
識
が
、
財
産
区
と
し
て
の
仕
組
み
を
継

承
し
、
町
内
会
を
運
営
す
る
原
動
力
と
な
っ
て
い

ま
す
。

財
産
区
の
仕
組
み
を
継
承
し
た

コ
モ
ン（
共
有
）の
伝
統

　
「
財
産
区
」
と
は
、
旧
村
単
位
で
共
有
財
産
を

引
き
継
ぎ
、
独
自
に
管
理
し
て
い
く
仕
組
み
で
、

財
産
に
は
土
地
や
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
ほ
か
、
文
化

や
共
同
体
意
識
の
継
承
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
。

多
く
は
昭
和
30
年
代
に
実
施
さ
れ
た
「
昭
和
の
大

合
併
」
を
き
っ
か
け
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
杉
沢
地

区
も
、
昭
和
30
年
（
１
９
５
５
）
に
地
引
村
と
合

併
し
て
福
地
村
に
な
り
、
財
産
区
運
営
を
し
て
い

ま
す
。

　

杉
沢
町
内
会
が
正
式
に
誕
生
し
た
の
は
、
規
約

の
施
行
が
平
成
11
年
（
１
９
９
９
）
３
月
７
日
に

な
っ
て
い
る
の
で
27
年
前
で
し
ょ
う
か
。
坂
本
久
紀

会
長
（
66
歳
）
は
、
３
代
目
会
長
と
し
て
就
任
４

年
目
に
な
り
ま
す
が
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
杉
沢
で
、

文
化
・
体
育
・
環
境
部
長
を
歴
任
し
、
町
内
会
の

変
遷
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
き
ま
し
た
。

　

杉
沢
小
学
校
に
校
庭
が
な
か
っ
た
時
代
に
は
畑

地
を
整
地
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
合
同
の
学
区
民

運
動
会
を
し
た
こ
と
、
杉
沢
・
あ
け
ぼ
の
第
１
・

第
２
子
供
会
３
班
、
約
２
百
人
で
「
泊
ま
ら
な
い

キ
ャ
ン
プ
」
を
し
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
ん
だ
こ

と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
杉
沢

青
年
団
の
数
名
が
芸
能
保
存
会
継
承
師
と
な
っ
て

子
ど
も
た
ち
に
杉
沢
え
ん
ぶ
り
・
小
橋
大
神
楽
を

指
導
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
８
年
（
２
０
２
６
）
度
の
主
な
活
動
計
画

は
、
３
月
29
日
が
定
期
総
会
、
４
月
19
日
が
杉
沢

町
内
道
路
清
掃
、
25
日
観
桜
会
、
６
月
・
12
月
杉

沢
研
修
館
消
防
訓
練
、
７
月
〜
９
月
杉
沢
小
学
校

●───────福地地区

杉沢町内会
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定期総会後の懇親会で演じられた小橋大神楽（令和８年３月29日）

９・10月の町民運動会練習風景

定期総会で挨拶する坂本久紀会長（令和８年３月29日）

跡
地
草
刈
り
、
８
月
９
日
共
同
墓
地
周
辺
草
刈
り・

道
路
清
掃
、
10
月
南
部
町
民
運
動
会
に
向
け
て
練

習
、
25
日
町
民
運
動
会
参
加
、
11
月
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
点
灯
式
、
12
月
門
松
づ
く
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。さ

ま
ざ
ま
な
人
材
を
活
用
し
、

新
旧
が
融
和
す
る
新
し
い
町
内
会
に

　

町
内
会
活
動
中
、
特
に
南
部
町
民
運
動
会
は
例

年
の
よ
う
に
あ
か
ね
チ
ー
ム
と
し
の
ぎ
を
削
り
、
何

度
も
優
勝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旧
杉
沢
小
学
校

で
は
マ
ラ
ソ
ン
練
習
を
毎
日
の
よ
う
に
し
て
い
た
よ

う
に
、
運
動
熱
心
な
地
域
で
す
。

　

そ
の
因
果
関
係
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
杉
沢
は

多
く
の
競
輪
選
手
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
の
ひ
と
り
、
小
橋
明
紀
さ
ん
（
52
歳
）
に
話
を

伺
い
ま
し
た
。
明
紀
さ
ん
が
競
輪
の
世
界
に
入
っ
た

の
は
、
１
９
８
４
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
坂
本
勉
選
手
と
、
そ

の
兄
で
モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
典
男
選
手

（
ボ
イ
コ
ッ
ト
で
出
場
せ
ず
）
へ
の
憧
れ
で
し
た
。

　

坂
本
選
手
の
凱
旋
パ
レ
ー
ド
を
見
て
、
平
成
３

年
（
１
９
９
１
）
の
八
戸
工
業
高
校
１
年
時
に
は

プ
ロ
入
り
を
宣
言
。
そ
の
後
、
直
近
で
は
令
和
７

年
（
２
０
２
５
）
７
月
１
日
に
Ｓ
級
２
班
に
所
属
し
、

同
年
11
月
22
日
の
Ｆ
１
レ
ー
ス
で
Ｓ
級
予
選
突
破

と
、
息
が
長
い
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

　

坂
本
会
長
は
、
今
後
の
町
内
会
活
動
に
向
け
て

町　内　会　新　事　情

事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
を
多
様
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
班
体
制

に
分
か
れ
て
実
施
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
町

内
に
住
む
、
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
リ
ア
や
得
意
分
野

を
持
つ
人
材
を
講
師
に
し
、
会
員
が
興
味
を
持
っ

て
参
加
で
き
る
講
座
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
こ

と
な
ど
。
筋
ト
レ
や
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
持

論
の
あ
る
小
橋
選
手
も
そ
の

候
補
者
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

ま
た
現
在
、
杉
沢
に
は
中

学
校
跡
地
に
（
仮
称
）
第
３

あ
け
ぼ
の
団
地
を
造
成
し
分

譲
中
で
す
が
、
そ
こ
に
町
外

か
ら
移
住
し
て
く
る
家
族
も

巻
き
込
み
、
新
旧
が
融
和
し

た
新
し
い
杉
沢
町
内
会
を
築

く
の
が
夢
で
す
。

競輪選手として活躍する小橋明紀さん（令和８年４月１日）


